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資料１-１体系表の 「1階層～3階層」及び 「テキスト」 ・ 「有明の丘研修コース」 の所掌範囲
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防災の基本理念

防災の捉え方
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ハザード 直前対策 広域行政
被災者
支援

救助・救
急、医療、
消火活動

被害抑止
災害対応
への備え

訓練

運営管理
management

（防災行政を管理し、

防災活動を円滑に運

営するための知識）

指揮統制
command

（防災行政を指揮

し、防災組織を統

制する為の知識）

⑩総合

赤文字 有明の丘研修 「総合コース」の対象範囲

テキストの
対象範囲

法制度

被害予測

（ハザード毎）

災害
関連法

防災計画 復旧復興

有明の丘研修の単元

被害軽減

予測力

活動体制の確立

統合
（防災行政を具体的に推進する

ための総合的な技能）
対応力予防力

青文字 有明の丘研修「個別対策コース」の対象範囲

緑文字 有明の丘研修「防災基礎コース」の対象範囲

operation
management

防災能力の向上

ハザード
の理解

地域の
防災力の
向上

⑥避難所
運営・被災
者支援

②減災対策①防災基礎 ③訓練企画 ④警報避難 ⑦復旧復興
⑧計画立案

⑨広報④警報避難

operation

物資物流

被災者支援、被災地支援

⑤物資物流・広域行政

○1枠で標準テキストのパワーポイント(PP)を1枚作成。
○「防災行政概要」は、1単元75分で50PPとすると、第4階層までのPPで講義。
○有明の丘研修の座学は55単元。55×50=2750(PP)であるが、コース間で重複する
標準テキストPPと講義用PPを考慮すると、標準テキストは1000～1500PP。

○②減災対策～⑦復旧復興までの7コースで各コース概ね120～150PP(枠)作成。

全体の枠組の考え方

１．１～３階層までの構造
２．有明の丘研修コースの所掌
３．全体の枠組みの考え方

議論して頂きたい事項


	スライド番号 1

